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1. 本 誌 は ､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め ､研 究 者 が その研究 ･意

見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ また ､研 究 に関 連 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して ､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡ 掲

載 内 容 は､研 究 論 文 ､研 究 会･･国際 会 議 な どの 報 告 ､ 清 美 ノー ト､

研 究 に開通 した 諸 問題 につ い て の 意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス を どてゝ す ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､ 原則 と して審 査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た も

の につ い て は ､ 改言丁を求 め ､ また は掲 載 を拒 赤色す る こ とが あ ります ｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑二誌 に引 用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原 稿 は400字 詰 原 稿 用紙 を使 用 し､雑三誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡 i繁に お書 き下 さ い ｡

2. 原 稿 は 2部 (オ リジナ ル原 稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記 号 の 書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立 体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴ シ ッ ク "､一～"､ ギ リ シ ャ文 字 "ギ"､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､′♪文 字 等 を赤 で才旨走 して下 さいo 又特:に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ U とnとr､ Cとe､ 1(エ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

ル)､ uとV､ †(ダガ -)と+ (プ ラ ス)､4･と卓とWと¢ 等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 に わた っ て大 き く書 い て下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さま らない可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は 必 ず◆改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で才旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレー ス され た もの)

と その コ ピー を本 文 と別 に論 文 末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は 致 しませ ん ｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf)以 内 に入 らな い もの ､ その ま ま印

刷 で きを い図 は 原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て い た だ きます ｡

国 中 の 文 字 は i舌字 に い た しませ ん｡ 図 の 説 明 は 別糸Eに書 き､ 原稿 に

テ恭えて下 さい.

7. 投 稿 後 の 原 稿 の言丁正 は で き るだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別 刷 御 希 望 の 方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お 申込 み下 さ い O

別刷 代 は別刷 代 金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い ､ 別 刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡ (郵 便 切 手 に よ る受 付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原 稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原 則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます｡
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第 6回物性専門委員会 (第 15斯 )議事録

議事 録

日時 1990年 3月 8日 (禾 ) 13 :30- 16 :2 5

出席 者 : 伊達宗行 安藤正海 石井武比古 糟 谷 琴雄

勝 木 渥 川村 清 小 林 俊 一 佐藤 活 放 長 岡 洋 介

中嶋 貞放 中村 輝 太 郎 丸 山瑛 - 山田鏡 二 山田安定

禅 素 英

1.前 回議事録を 確認 した｡な お､前 々回の議事鐘 につ いて寺倉清之

氏 より修正の申 し入れ野卑 り､それを確認 した*｡ (本貢下部参照) ｡

2.学術会議報告 (中嶋)

2月の第 4部回について以下の柏告があった｡

○南 アか らの研究者の 日本の ビザ に関 し､ iCUSUは依然強硬 だ

が､ 情勢 は流動的で運用上打 開の途があるので 時な いか と思われ

る｡

O IGBP (地球生物科学国際共同研究)を推進す るための勧告案

が議論 された｡

0 9~0年度 国際会議派遣者 を決めた｡物件連 関係 は以下の通 り｡

IUPAP絵 会 市川 芳彦 山口義夫

第 19回低塩物理国際会議 恒 藤 敏 彦

第 20回半導体国際会議 上村 洗

○わが国の国際対応は依然貧 弱で､ 国際対応 に関す る実態調査小委

を作 って､検討中である｡物性関係では伊達宗行氏が入 って お り､

*訂正 第 5回物性専門委員会議事録 p2の今 田氏の発言中の ｢104

- 105時間 も使 える米国 と比較 して｣ は ｢103- 104時間 ･･･｣

に､寺倉氏 の発言中物性研q)スーパーコンピュー ターの維持費 2-

300万 円の予想値 を 2-3000万 円に訂正 します｡
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議事録

デ ー タが集 ま りつつあるので 4月部会 で整理 の後審議 を要請 する+

ことにな ろう.-西播磨の大型放 射尭施設 の建設 が始 まったが､そ

の共同利用の 円滑な推進に関 し､ 物研連久保委員長の他､結 晶研

連､ 生物研連 か ら近藤会長 に学 術会議 としての発言 を要望 した｡

それを受 けて 4■部報告の形 で成 文化 す る作業 が進 め られてい る｡

○生物物理研連 か らかつて出 た生物物理学研究所 設置の勧告案 を復

活 させ たいとの意向が伝 え られ た｡

○大型 国際協力 の推進の方策 に関連 し､ 物研連委員長か ら要望書が

出 され､ これ に関 し､ 2月 の部会 で vorkinggroupを作 り､ 4月

部会で案文作成､ 10月部会 で提案 す ることにな った｡,串お現在､

具体 的な大型 国際協力 の提案 と しては､ ヒ トゲ ノム計画､ iGB

Pがあ り､ これ らが純粋科学 的な観点 か ら実現 され るか関心 がも

たれて い る｡

○わが国の国際対応の報告 に関連 して､ iUPAP関係 だけで も

-officerを毎年 12名派遣すべ きところ､現実 には 2-3人 しか

派遣 されてお ら~ず､研究者 の レベル で はも っとひ どい ということ

が調査 を担 当 して いる伊達氏 よ りコメン トされ た｡

3.合同W Gの報告

午前中､大型施設W G､物性将来計画W Gの合 同会議が開かれた

が､ その発言内容 は審議事項 の中で報告す る｡

4.科技庁放射光 の共同利用について

省庁間の枠 を越 えた円滑な共 同利用 の推進 の必要性 につ いて大所

高所 か ら発言す ることは学術会議の使命セあ るという観点か ら中嶋

会長 を通 じて4部会 の審議推 進 を働 きか けることが要望 きれた｡

5.物性 グループ関係 (長岡)

○物性研共同利用施設専門委員会委員候補 として百人委員の選挙結

果 に基 づ き､下記 8名 を物性研 に推薦 した旨報告があ り了承 され

た｡

三本木孝 遠藤康夫 小林俊一 欺波 弘行

川村 清 山田耕作 白鳥紀 - 巨海玄道
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議事蘇

○基研研究部員候補 について二百人署 員め選 挙結果 に基 づ き基研に推

薦 した｡

○大学 院生実態調査相告 については現在進行中で､近 く物性委員会

に韓告す る｡

6.物性将来計画

午前 中の合同WGでの議論 について先ず琴谷氏 よ り次の ような一

般的な報告があった｡

○ 物性研移転 を磯会 に共同利用の あ り方 と将来への展望 を考 えるべ

きであるが､問題 は S0Rや中性子 の ような大型計画 に関す るも

の と極 限物性 に代表 され 考中型計画 に関す るものに分 け られ る｡

特 に大型計画 について物性研がユーザ ーの要望 に応 える方策 を今

後検討 す ることとな ろう｡

○金研､ーKEK等の共同利用研 に対す る物醸グループ としての対処

の仕方 も今後の検討課題であ る｡ 特 に､物性研 と金研 の役割分担

法 について考 える必要がある｡

○地方計画 (国分寺計画)に′ついて､ 共同利 用研 と各大学の役割分

担 につ いて今後検討す る必要が ある｡

次 に､ 中性子施設 に関連 して､ 山田安定氏 よ り次の ような報告 と

それに基づ く質疑が行われた｡

○物性研 では定常中性子源を用 いる中性子散乱研究計画 を推進 して

きた｡ その内容 は

(i)東海地区常駐の体制 を しく くその人員 として､ 助教授 1名､

助.手 3名､技官 2名､ 事務官 1名) (2) J良R--3付説分光装

置群の整備､ (3)共同利用運営体制 の確立の 3本柱 である｡

分光装置群につ いては平成 2年か ら3年計画で冷中性子源関係設

備予算がみとめ られた｡人員 については今後の課題で ある｡研究

体制 については現在 は物性研 く共同利用専門委員会 の下 の物性研

中性子施設共同利用委員会)金研､原研共同利用委 の 3つの窓 口

に分かれているが､物性研の将来計画 に関連 して一本化 を考 えた

い｡ pulseの方 は､ KENS施設 と日英協力のすべて を中性子小委
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議事録

員会 が 当たって いて､.,W拭約 に はす っき りしてお り､定常や 桂子

の方 も これにな らう体制 とす る｡

○改 3号炉 の特徴 は､ (1)冷 中性子ガ イ ド設備 を利 用 で きるため､

intensitylossが少無 く､ 分解 能 も上 が る､ (2)NMS､ s°i

nechoな どのエ ネル ギー分解能 が大 きい新装置 が箪 置 され る､

(3)小角散乱 に よる新分野 の利用 が可能 とな るとい うことで あ

る｡ 予想 され る共 同利用規権 は､ 数 年 で現在 の 5倍 の 500-0人

日にな ることな ど中性子 を使 った研 究 の拡大 が予想 され る｡ また

分 野 的 には表面物性､ 超伝導､等 を含 む従来 の 〃hard〃な物 性 を

こえて､ 高分子､ 液体､蒋 液､生体 な どの 〃soft〃な物性 に広が

って い くだ ろう｡

○大 型 ハ ドロン計画 の調査費 が大蔵 省 で決め られて順調 な一歩 を踏

み出 したが､ KEKの新計画 とか らんでpulse中性子源 (JEM川t

KENS2)計画 が いっ き具体 的 に動 きだすか透 明でな い｡

7.その他

○地方大学 の大学 院博士課程 に関連 し'T､金沢 ･新潟 ･岡 山大 で は

理 学系 を含む総 合大学 院が 出来 たが､ 総合大学 院方式 は今後 は と

られそ うにな い｡ 工学 系博士課程 や農学系連 合大学 院の構想 が進

行 し､ 理学系 が取 り残 されそ うな状況 であ る｡ この ような状況 に

注 目･して頂 きた い旨､ 勝木委員 よ り発言が あ った｡

○これ に関連 して地方大学の博士過程 は外国人 に 占領 されそ うな状

況 にあ ること､ また企業か らみれば実験関係 の理学博士 が不 足 し

て い るという問題点 の あることな どが指摘 され た｡

○科 研費 の分科細 目につ いて幹事 が集 まって検討 したが い ろい ろ無

理 が生 じるので見送 ることに した｡

以上
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編 集 後 記

最近､免疫学について小冊子に目を通すことがあった｡1796年ジェンナ

-の人体実験以来､今日までの進展を振り返るにつけ､免疫の巧妙な仕組みに

は改めて驚かされるものがある｡巧みに条件を変えた各種の実験から､背後の

メカニズムについての知見を固めてきた論法は､自然科学の各分野に共通のも

のであり分かりやすい｡また､進歩の節目となったのが､要所をおさえた決定

的な実戦であったのも､各分野に共通のことである｡自己と異物とを日夜識別

し､対処し続けている縁の下の力持ちについて､その重要性が深く認識された

のは比較的新しいことのようであるが､免疫システム無しには我々の生存が少

しの間もおぼつかないという事を考えるにつけても､生体システムのバランス

の微妙さに､感心もし､同時に危うさも感じた｡また､免安システムの老化が

30代から急に進むものであることにもやりきれない思いにさせられた｡

今頃､よくニュースに登場する臓器移植についても､初期はことごとく拒絶

反応にやられていたものが､最近では免疫抑制剤や抑制療法の進歩によってか

なりの効果が期待できるようになってきたようである｡しかし､免疫の仕組み

が解明されていく論理が我々に分かりやすいものであるのに対し､ジェンナ-

の実験はもとより､実際の串濠に踏み出す際の楽観的とも思える大胆さには､

やや窺い知れないものがある｡慎重な検討や､数多くの予期される事態を十分

考えての事であろうが｡

振り返って物理科学においても､理解の進展にともなう応用場面において､
/

原子力を始め､環境汚染等､楽観的ばかりでは済まされず､かなりの慎重さが

要求されるものものが多々ある事を改めて考えさせられた｡

(T.T.)

物 性 研 究 第 54巻第2号 (平成 2年 5月号) 1990年 5月20日発行

発行人 小 貫 明 〒一606 京都市左京区北白川追分町

京廓 大学湯 川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

. TEI,(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円

- 145-



編 集 後 記

最近､免疫学について小冊子に目を通すことがあった｡1796年ジェンナ

-の人体実験以来､今日までの進展を振り返るにつけ､免疫の巧妙な仕組みに

は改めて驚かされるものがある｡巧みに条件を変えた各種の実験から､背後の

メカニズムについての知見を固めてきた論法は､自然科学の各分野に共通のも

のであり分かりやすい｡また､進歩の節目となったのが､要所をおさえた決定

的な実戦であったのも､各分野に共通のことである｡自己と異物とを日夜識別

し､対処し続けている縁の下の力持ちについて､その重要性が深く認識された

のは比較的新しいことのようであるが､免疫システム無しには我々の生存が少

しの間もおぼつかないという事を考えるにつけても､生体システムのバランス

の微妙さに､感心もし､同時に危うさも感じた｡また､免安システムの老化が

30代から急に進むものであることにもやりきれない思いにさせられた｡

今頃､よくニュースに登場する臓器移植についても､初期はことごとく拒絶

反応にやられていたものが､最近では免疫抑制剤や抑制療法の進歩によってか

なりの効果が期待できるようになってきたようである｡しかし､免疫の仕組み

が解明されていく論理が我々に分かりやすいものであるのに対し､ジェンナ-

の実験はもとより､実際の串濠に踏み出す際の楽観的とも思える大胆さには､

やや窺い知れないものがある｡慎重な検討や､数多くの予期される事態を十分

考えての事であろうが｡

振り返って物理科学においても､理解の進展にともなう応用場面において､
/

原子力を始め､環境汚染等､楽観的ばかりでは済まされず､かなりの慎重さが

要求されるものものが多々ある事を改めて考えさせられた｡

(T.T.)

物 性 研 究 第 54巻第2号 (平成 2年 5月号) 1990年 5月20日発行

発行人 小 貫 明 〒一606 京都市左京区北白川追分町

京廓 大学湯 川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

. TEI,(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円

- 145-



会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ したが って､ 3月未 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

をお新規 入会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さ い ｡

1年 間 の会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号 )

2nd volume (10月号 - 3月号)

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困難 の 向 きは lvolume 分 ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :在 るべ くJ表替 用紙 を御 利 用 の上御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

をお通信欄 に送金 内容 を必 ず明記 して下 さい｡

雑 誌購 読 者以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必ず会 員本

人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す るこ とに そ

って い ます の で御留 意下 さい.

5. -括 送 本 を.受け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大学 等 で一括 配 布 を受 け

る様 にを った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の逮

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送本 先変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変更 等 に よ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先 変更 届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所等 で の入会 及 び個 人 で あって も公費払 いの と

きは機 関会 員 とみ を し､代 金 は､ 1冊 1,300円ー 1Vol.7,800円､

年 間 15,600円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不 用 で す｡学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 です ｡ 入会や 込 み を され る時 ､支臥

い に請求 ､ 見積 ､納 品 書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さい｡

をお､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きをい様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究機 関 の請求 書類 を送付 して下 さい｡
2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には ､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会･届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の場 合 :発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研究 刊 行 会

〒606 京都 市左 京 区北 白川追 分町 京都 大学湯 川 記念館 内

℡ (075)753- 7051 722-3540
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